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スポーツチームにおける「問題児」とのコミュニケ
ーション


























































た。1 人あたりの調査時間は 15―20 分程度であった。調査
を行う際は，対象者 1 名と調査者 1 名だけの空間を作り，
自分の意見を率直に回答してもらえるように工夫した。
　データの整理・集約は，KJ 法の 4 つのステップのうち，




















































在籍する大学生競技者 101 名 （男性 78 名，女性 22 名，欠
損 1 名） であった。
2. 調査期間



























為に，Big Five 尺 度 短 縮 版 4） を 使 用した。この 尺 度
はパーソナリティを情緒不安定 性 （Neuroticism），外
向 性 （Extraversion）， 開 放 性 （Openness）， 調 和 性 
（Agreeableness），誠実性 （Conscientiousness）の 5 つの
因子から測定する尺度である。本研究では参加者の負担軽
減を考え，外向性と情緒不安定性が 5 項目，開放性と調和





















　質問紙の配布数は 101，回収数は 101 であった。そのう
ち 9 名の調査対象者を記入漏れ等の理由により除外し，92
名のデータを分析対象とした。92 名の所属部活動はそれぞ
れ，剣道 5 名，バスケットボール 8 名，フェンシング 6 名，
自転車競技 7 名，バレーボール 1 名，アイスホッケー 2 名，
ヨット 2 名，卓球 5 名，アメリカンフットボール 4 名，相撲
2 名，空手 1 名，レスリング 6 名，ゴルフ 2 名，ボクシング
2 名，柔道 4 名，スケート 1 名，弓道 7 名，バトミントン 4 名，
硬式野球 11 名，水泳 1 名，重量挙げ 4 名，ボート 6 名であっ
た。いずれの部活動も，大学の体育会に所属する部活動で
あった。対象者の平均年齢は 19.00 歳 （SD=0.83），対象者
が現在行っているスポーツの平均経験年数は 8.34 年 （SD
＝ 3.57）であった。また，各尺度の因子得点の平均と標準


























































1 2 3 4
1 ネガティブ － － － －
2 ポジティブ .13 － － －
3 解決先送り .22** .44** － －
4 集団同一視 .09 .27** .18 －
5 成員同一視 .02 .30** .23* .71**
 *p<.05  **p<.01
　次に，ストレスコーピング尺度と一体感尺度との関連性
を見るために，相関分析を行った （Table 4）。結果として，
ストレスコーピング尺度の 3 因子と一体感尺度の 2 因子の
間に相関関係は見られなかった。
Table 4　ストレスコーピングと一体感の関連
1 2 3 4
1 ネガティブ － － － －
2 ポジティブ .13 － － －
3 解決先送り .22* .44** － －
4 集団への統合 － .13 .06 .04 －
5 所属感 － .13 .16 .19 .70**
 *p<.05  **p<.01












ングに関しては Big Five の誠実性 （β =.25，p<.05）のみ
が有意に寄与していた （R2=.13）。調和性，集団同一視，成
員同一視との間には関連は見られなかった。
Table 5　ストレスコーピングと Big Five との関連
1 2 3 4 5 6 7
1 ネガティブ － － － － － － －
2 ポジティブ .13 － － － － － －
3 解決先送り .22* .44** － － － － －
4 外向性 .16 .15 .06 － － － －
5 誠実性 .35** .25* .10 .45** － － －
6 情緒不安定性 .12 .19 .08 .39** .46** － －
7 開放性 － .01 .20 .04 .61** .31** .24* －
8 調和性 .21* .12 .05 .51** .58** .31** .59**




関係が見られた Big Five の調和性・誠実性，集団同一視の
集団同一視・成員同一視とした重回帰分析を行った （Figure 
1）。この結果からネガティブコーピングに関しては誠実性 




Figure 1　Big Five と集団同一視がネガティブコーピングに与える影響
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